
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が
世
界
的
規
模
で

広
が
り
、
国
内
外
で
深
刻
な
影

響
を
広
げ
て
い
ま
す
。
５
月
６

日
ま
で
と
し
て
、
全
国
に
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
い

ま
す
が
収
束
の
目
途
は
見
え

て
い
な
い
状
況
で
す
。 

 

滋
賀
県
内
で
の
感
染
確
認

（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陽
性
）
者
数

は
、
４
月
27
日

現
在
94
人
、
大

津
市
で
は
29
人

で
、
市
役
所
を
は

じ
め
、
複
数
の
県

内
事
業
所
で
ク

ラ
ス
タ
ー
（
集
団

感
染
）
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
全
国
的
に
「
感
染

経
路
が
不
明
」
と
い
う
人
も
増

加
し
て
い
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
大
津
市
会
議

員
団
は
事
態
の
深
刻
さ
を
受

け
て
、
３
月
３
日
に
続
き
、
４

月
17
日
、
２
回
目
の
市
長
及
び

教
育
長
に
対
す
る
緊
急
申
し

入
れ
を
行
い
ま
し
た
（
別
項
。

詳
細
は
市
議
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）。 

       

 

感
染
拡
大
に
伴
い
、
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
様
々
な
意
見

や
心
配
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
民
の
不
安
や
心
配

を
少
し
で
も
和
ら
げ
、
生
活
・

営
業
が
維
持
で
き
る
よ
う
迅

速
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
大
津
市
役
所
内
で
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
、
大
津
市

は
業
務
を
縮
小
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
な

る
感
染
の
広
が
り
が
確
認
さ

れ
た
た
め
と
し
て
、
市
役
所
を

４
月
25
日
か
ら
５
月
６
日
ま

で
閉
鎖
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
、

小
中
学
校
の
休
業
に
つ
い
て

も
、
５
月
７
日
か
ら
再
開
予
定

で
し
た
が
、
５
月
31
日
ま
で
延

長
さ
れ
ま
し
た
。 

 

党
市
議
団
は
、
閉
鎖
に
あ
た

っ
て
市
民
を
支
え
る
行
政
の

役
割
を
ど
う
果
た
す
の
か
、
質

問
・
要
望
を
提
出
し
て
い
ま
す
。 

 

感
染
爆
発
・
医
療
崩
壊
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
、
状
況

の
変
化
に
応
じ
た
対
策
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の

暮
ら
し
と
営
業
、
い
の
ち
を
守

る
た
め
に
政
治
が
あ
ら
ゆ
る

手
立
て
を
尽
く
さ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

 

党
市
議
団
は
、
引
き
続
き
必

要
な
支
援
が
行
き
届
く
よ
う
、

提
案
・
要
望
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
お
気
軽
に
、
お
困
り

ご
と
や
ご
相
談
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。 

 

 

年4・5

新
型
コ
ロ
ナ 

新
た
な
局
面 

市民の不安に応える支援策を 

日本共産党市議団の要望（第２次） ※要約 

① 相談体制と医療検査体制の充実について 

いつどのような形で感染が広がるか、わからないだけ

に不安が広がるのは当然。正しい情報をわかりやすく

市民に提供することは、市の重要な任務。ホームペー

ジも含めてさらに拡充すべき。 

② 暮らし・経済的な影響について 

新型コロナ感染の関係で、休業・失業を余儀なくされ

生活に困難をきたした場合の様々な支援策を打ち出

すとともに、制度を知らないことで救済されないこと

は避けなければならない。国保の「傷病手当」の創設

や、税・料金の減免や納税猶予などの市民周知を。 

③ 子どもたちの健康と安全を確保することについて  

休校が長引く中で、子どもたちの健康、学習の遅れを

心配する声が寄せられている。どの子どもも安心でき

るよう就学援助制度の柔軟な活用など、手立てを。 

 
 日本共産党中央委員会

が「新型コロナ Q&A パン

フレット」を発行していま

す。 

 ご入用の方は、最寄りの

党事務所、議員、党員までお

声がけください。 

  

新型コロナ Q&A 

命を守れ！ 

市役所閉鎖にあたっての要望・質問 ※要約 

① 各支所の業務量が増加する可能性がある。閉庁期間だ

けでも増員を。 

② 中小企業支援のセーフティネット特別貸付制度の認

定が停止されないよう支所で受けつけるなど先送り

されないよう直ちに体制整備を。 

③ 社会的要請の元で働き続けている医療従事者等の負

担軽減、子どもたちの健康維持のためにも保育園での

給食提供を。 

④ 閉庁中の相談は、大阪のコールセンターを通して必要

に応じて担当課職員につなぐとされているが、コール

センターは通常通りに機能しているのか。市民に寄り

添う対応が大阪で行えるのか非常に危惧される。想定

している対応は。 ニュース裏面に、 

支援制度、市内の状況 

など掲載しています 



 
最
優
先
の
手
立
て
を 

最
前
線
・
医
療
現
場 

 

「
患
者
さ
ん
は
す
べ
て
感
染
し

て
い
る
」
と
い
う
覚
悟
で
働
い
て

い
る
と
い
う
医
療
従
事
者
。
し
か

し
、
い
ま
だ
マ
ス
ク
や
防
護
服
が

足
り
ま
せ
ん
。
感
染
者
を
受
け
入

れ
て
い
る
病
院
で
も
、
一
般
患
者

へ
の
対
応
は
、
使
い
捨
て
マ
ス
ク

は
３
日
に
１
回
の
交
換
、
雨
ガ
ッ

パ
が
防
護
服
の
代
用
に
さ
れ
て

い
ま
す
。
カ
ッ
パ
は
動
き
回
る
の

に
不
向
き
で
、
汗
だ
く
に
な
る
そ

う
で
す
。
家
族
に
う
つ
す
の
で
は
、

と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
す
。 

 

感
染
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ

る
歯
科
の
開
業
医
も
、
マ
ス
ク
、

手
袋
な
ど
が
不
足
し
て
い
る
と
、

危
機
感
を
強
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

感
染
を
防
ぐ
た
め
の
職
員
も
物

も
不
足
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

一
般
患
者
の
減
少
、
感
染
対
応
の

費
用
が
病
院
に
か
か
り
、
ほ
と
ん

ど
の
医
療
機
関
が
減
収
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

国
の
責
任
で
、
早
急
に
必
要
な

物
資
を
調
達
し
、
医
療
従
事
者
の

増
員
、
必
要
な
費
用
の
補
填
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大
を
行
い
、
医
療

従
事
者
と
国
民
の
命
を
守
る
手

立
て
を
尽
く
す
時
で
す
。 

社
会
的
弱
者
に
し
わ
寄
せ 

苦
心
す
る
障
害
福
祉
現
場 

 

障
害
福
祉
事
業
所
で
は
、
休
め

る
利
用
者
に
は
休
ん
で
い
た
だ

き
過
密
を
避
け
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
衛
生
用
品
は
あ
っ
て
も

感
覚
過
敏
の
あ
る
自
閉
症
や
、
知

的
に
重
度
な
利
用
者
な
ど
マ
ス

ク
が
で
き
な
い
人
た
ち
も
お
ら

れ
、
関
係
者
に
感
染
者
が
出
な
い

よ
う
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
毎

日
働
い
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。 

 

ま
た
、
利
用
を
「
自
粛
」
さ
れ

て
い
る
ご
家
庭
で
は
、
支
援
も
な

く
、
ご
家
族
の
負
担
が
過
大
に
な

っ
て
い
ま
す
。
社
会
的
弱
者
を
支

え
る
制
度
の
貧
し
さ
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
ギ
リ
ギ
リ
で
運
営
し
て
い
る

福
祉
現
場
へ
の
報
酬
引
き
上
げ

と
と
も
に
、
市
と
し
て
の
支
援
強

化
を
求
め
て
い
き
ま
す
。 

 

 

＊１人 10万円給付 ―― どうしたらもらえるの？ 

 全国民への一律 10万円給付が決まりました。日本共産党が早くから要求し、国

民からも強い要望があったものです。 

 外国人の方も在留期間 3カ月以上で対象に。DV避難者、ホームレスの方は市役

所に相談してください。（生活保護世帯では収入認定されず、保護費が差し引かれ

ることはありません） 

手続きは・・・世帯単位で申請書が郵送されます。申請書に振込先の口座 

番号などを記入し、本人確認書類（保険証や免許証のコピー） 

をつけて送れば振り込まれます。※市役所閉鎖のため、 

申請書の送付は、5月下旬になる予定です。 

 

＊減収した店舗等への「持続化給付金」 

 対象は売り上げが前年の同月に比べて、50％以上減少している事業主（フリーラ

ンスを含む）。給付上限：法人は 200万円、個人事業主は 100万円  

→中小企業金融・給付金相談窓口：0570－783－183（9時～17時） 

 

＊休業要請に応えた店舗に「臨時支援金」（滋賀県の制度） 

 ４月 23日～5月 6日までの休業要請に応えた事業者への支援です（4月 23日

以前から先行して自粛されている事業者も含まれます）。県の休業要請対象施設と、

営業時間短縮に応じた飲食店など食事提供施設が対象。 

 中小企業に一律 20万円、個人事業主に一律 10万円。5月 11日手続き開始予

定。→県の相談窓口・コールセンター：077－528－1344（平日） 

 

＊生活維持が困難になっている方へ「生活福祉資金貸付制度」 

  新型コロナの影響で減収された方に、最大 20万円の特例貸付があります（無利

子。償還（返済）の時に、なお所得の減少が続く住民税非課税世帯は、償還が免除）。 

①緊急小口資金（最大 20万円）、②総合支援資金（生活支援金）（１カ月最大 20

万円） ※世帯人数などで条件が異なります。 

 →大津市社会福祉協議会：077－525－9316（9～12時、13～17時） 

 

＊水道・ガス料金、税金、国保料などの支払い猶予、減免 

 各種公共料金の支払いについて猶予、免除が受けられます。まずは関係機関にご

相談ください。 

杉浦とも子 

090-4491-1522 

日本共産党大津市会議員団ニュース 2020年４・５月号 

岸本のり子 

080-3116-3877 

小島よしお 

090-5058-2832 

  林 まり 

090-5045-2490 

柏木けい子 

090-1919-5298 
たてみち秀彦 

【 お気軽にご相談ください 】 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
が
る
中
、
医
療
、
福
祉
を

支
え
る
み
な
さ
ん
が
日
々
奮
闘
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
大
津
市

内
で
も
現
場
の
状
況
は
深
刻
で
す
。 

医
療
・
福
祉
現
場 

奮
闘
つ
づ
く 

 


